
小牧山名古屋コーチン

小牧市全景

 

八
雲
町
が
、
北
海
道
か
ら
は
る

か
遠
い
愛
知
県
小
牧
市
と
友
好
都

市
で
あ
る
事
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　

今
年
、
小
牧
市
が
市
制
60
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
今
号

で
は
「
え
ー
が
や
！
こ
ま
き
特
大

号
」
と
し
て
60
周
年
記
念
式
典
の

様
子
や
小
牧
市
の
見
ど
こ
ろ
を
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
小
牧
市
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

　

小
牧
市
は
、
愛
知
県
北
西
部
の

濃
尾
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
で
、
名
古

屋
市
の
北
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
約
15
万
4
千
人
で
県

営
名
古
屋
空
港
、
名
神
高
速
道

路
、
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動

車
道
の
結
節
点
と
い
う
立
地
条
件

に
も
恵
ま
れ
た
、
陸
上
交
通
要
衝

都
市
の
性
格
を
有
す
る
内
陸
工
業

都
市
で
す
。

■
小
牧
市
と
の
交
流

  

小
牧
市
と
八
雲
町
と
の
縁
は
古

く
明
治
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

  
明
治
11
年
、
徳
川
慶
勝
公
は
北

海
道
開
拓
使
よ
り
遊
楽
部
原
野
の

払
下
げ
を
受
け
、
旧
尾
張
藩
領
か

ら
八
雲
へ
人
々
の
移
住
を
推
進
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
知
県
全
域
か
ら

続
々
と
入
植
が
続
き
、
大
正
７
年

に
は
小
牧
市
か
ら
も
70
戸
の
入
植

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
小
牧
市
に
て
、
徳
川

家
第
19
代
当
主
義
親
公
が
小
牧
市

へ
寄
贈
し
た
小
牧
山
の
公
開
55
周

年
記
念
事
業
を
開
催
の
際
、
臨
席

し
て
い
た
第
20
代
当
主
徳
川
義
知

氏
が
八
雲
町
と
旧
尾
張
藩
と
の
縁

を
披
露
さ
れ
「
交
流
で
き
な
い
も

の
か
」
と
提
言
さ
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
同
年
９
月
小
牧
市
助
役

等
が
八
雲
町
へ
訪
れ
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
58
年

1
月
に
は
八
雲
町
児
童
15
人
が
小

牧
市
を
訪
問
し
、
現
在
も
続
く
児

童
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
元
年
に
小
牧
市
に
お
い
て
設

立
さ
れ
た
「
小
牧
市
・
八
雲
町
交

流
市
民
の
会
」（
小
牧
市
内
在
住

の
方
を
中
心
に
、
個
人
会
員
約

6
2
0
名
、
法
人
会
員
5
社（
平

成
26
年
11
月
現
在
））は
、
毎
年

夏
に
、
自
然
体
験
ツ
ア
ー
と
し

て
、
い
も
堀
り
体
験
・
熊
石
水
産

種
苗
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
八
雲
町

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
、
八
雲
町
に
お

い
て
「
小
牧
市
と
交
流
す
る
八
雲

町
民
の
会
」
が
発
足
し
、
ま
ち
ぐ

る
み
の
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

え
ー
が
や  

Y
こ
ま
き

小
牧
市 
市
制
60
周
年
記
念 

特
大
号

愛知県小牧市・
八雲町誌面交流

（いいね）

4
vol.

　
小
牧
山（
国
指
定
史
跡
）は
、
市
街
地
の
西
に
位
置
す
る

小
山
で
す
。
1
5
6
3
年
に
織
田
信
長
が
小
牧
山
に
築
城

し
、
清
須
か
ら
居
城
を
移
し
ま
し
た
。
信
長
が
初
め
て
手

が
け
た
城「
小
牧
山
城
」は
、
小
牧
山
全
体
に
堀
な
ど
が
展

開
し
、
主
郭
周
囲
に
は
近
世
城
郭
の
石
垣
の
ル
ー
ツ
と
な

る
石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
4
年
後
、
信
長
は
岐
阜

に
移
り
廃
城
と
な
り
ま
す
が
、
後
に
徳
川
家
康
と
羽
柴

（
豊
臣
）秀
吉
の「
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
」に
お
い
て
家

康
の
陣
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
小
牧
山
は
、
雄
大
な
景
観
と
自
然
に
囲
ま
れ

る
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
4
年
に
維
新
に
よ
り
職
を
失
っ
た
旧
尾
張
藩
士 

海
部
壮
平
は
、
小
牧
市
で
よ
ろ
ず
や
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
商
売
経
験
が
な
く
借
金
が
か
さ
む
ば
か
り
で
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
弟
の
正
秀
が「
鶏

を
飼
わ
っ
せ
。
一
日
の
餌
代
は
二
厘
か
三
厘
で
一
個
一
銭

に
な
る
卵
を
産
み
ま
す
ぞ
」と
成
鶏
を
飼
い
始
め
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
の
中
、
十
年
以
上
の
年
月
を
新
品
種
の
作

出
に
没
頭
。
明
治
38
年
、
地
鶏
と
バ
フ
コ
ー
チ
ン（
中
国

産
の
鶏
）の
交
配
が
新
品
種
の
開
発
に
つ
な
が
り
、
日
本

家
禽
協
会
に
よ
り
初
の「
国
産
実
用
鶏
」と
し
て
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
尾
張
地
方
に

伝
わ
る
鶏
の
す
き
や
き「
ひ
き
ず
り
鍋
」を
名
古
屋
コ
ー
チ

ン
で
食
事
出
来
る
お
店
も
あ
る
の
で
、
小
牧
市
へ
訪
れ
た

際
に
は
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

小
牧
市
の
見
所
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
！
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信
長・秀
吉・家
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か
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古
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